



　上級クラスは，2019 年度前期と後期にそれぞれ 9 科目開講した。前期の開講科目は「読解 C1」，「文
法 C1a」，「文法 C1b」，「作文 C1」，「聴解 C1」，「会話 C1」，「漢字 C1」，「表現技術 C1」，「日本文化
C1」，後期は「読解C2a」，「読解C2b」，「文法C2」，「作文C2」，「聴解C2」，「会話C2」，「漢字C2」，「表
現技術 C2」，「日本文化 C2」である。前期は 29 人（日本語課外補講 12 人，総合日本語コース 17 人），




　以下，表 1に 2019 年度前期，表 2に 2019 年度後期の集計結果をまとめた。1人の学生が複数の授業
科目に答えているため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きい
ほどよい評点であることを示す。「とてもよかった」を 5点，「よかった」を 4点，「ふつう」を 3点，「あ
まりよくなかった」を 2点，「ぜんぜんよくなかった」を 1点として，その平均点を出したものである。
　なお，自由記述の日本語の表記や助詞等の間違いは修正して掲載した。



























































































































































































































































































































































































































授業の進度 4.5 → 4.5，教科書・プリント 4.7 → 4.4，教え方 4.8 → 4.6 というように授業の進度以外は後
期のほうが低くなっている。「よくなかった」と回答した人数を比べると，授業内容 0 → 5，授業のレ







レベルに分け，一定の効果が見られた。しかし，2019 年 9 月末に新たに来日した日本語・日本文化研
修留学生と短期留学生については中級クラスを希望した学生はわずかで，大半の学生が上級クラスの
受講となり，これにより後期上級クラスの受講者数が例年より増え，受講者間の習熟度の開きもある
中でクラス運営が難しくなった科目が多かったことが理由の 1 つとして考えられる。さらに日本語・
日本文化研修留学生の中に，日本語能力試験対策のための学習を強く希望していた学生がおり，その
学生からの評価が全体的に低かったことも影響している。
　全学的に非常勤講師の削減が求められ，開講科目を増やせない中，いかにクラス内の受講者の習熟
度の開きやニーズの違いといった問題に対応していくかが大きな課題である。今後も継続的に授業ア
ンケートを実施して学生のニーズの把握に努めながら改善策を探っていきたい。
